
大阪大学工業会 令和 4 年度事業報告および決算について 

Ⅰ．実施事業と費用 

１．会誌「TECHNO NET」の発行 

 令和 4 年 4 月、令和 4 年 10 月の 2 回の発行を行った。 

 従来年 4 回の会誌（冊子）の発行を行っていたが、令和 4 年度に関しては、経費節減のため 

年 2 回の発行とした。（ただし、広告費は減少している） 

【印刷製本費】   （【 】は経費項目、以下同じ） 

 令和 4 年度費用：3,468,059 円 

 令和 3 年度費用：6,450,106 円 

 

２．大阪大学工業会賞の授与 

 大阪大学工学研究科博士課程前期修了予定の優秀な学生を対象に対し、大阪大学工業会

賞の授与を行った。 

 令和 4 年度については工学研究科の各専攻から候補者を推薦いただき、企画・展望ワーキ

ンググループのメンバーにて審査を行い、13 名の学生に対し授与を決定した。 

 副賞として一人 3 万円を贈呈した。 

（従来は 5 名以内、副賞一人 10 万円） 

 賞状作成の内作化等の経費削減を行った。 

 受賞者の研究内容については、各受賞者に紹介原稿を作成いただき、工業会ホームページ

で一般公開を行った。令和 5 年度テクノネット WEB 版でも順次公開予定。 

【奨学事業費】 

 令和 4 年度費用：432,517 円 

 令和 3 年度費用：473,920 円 

 

３．数学講座の実施 

 数学講座を下記のとおり開催した。 

開催日時：2022 年 7 月 28 日（木）15：00～17：00 

         2022 年 7 月 29 日（金）13：00～17：00 

開催場所：大阪大学大学院工学研究科内 センテラス３階 

講演議題・講師 

  １）「ダムの数理」 

    大阪大学名誉教授  西田 俊夫 氏     

  ２）「３次直交行列について」 

    大阪大学名誉教授  難波   誠  氏 

  ３）「カルマンフィルター」 

大阪大学名誉教授 関西大学システム理工学部 教授 長井 英生  氏 

 数学講座は令和 4 年度を最終回とした。 



【夏期数学講座】  

 令和 4 年度費用：165,415 円 

 令和 3 年度費用：166,815 円 

（それぞれ参加費収益は 30,000 円） 

 

４．講演会の実施・共催 

（１）通常総会における講演会（現地開催＋オンライン開催） 

講師：関西経済同友会代表幹事 生駒 京子様 

演題：「29 年目のプロアシスト＋関西の未来」 

（２）冶金会講演会の共催 

 冶金会が実施する総会併設の講演会の共催を行った。（共催金 1 万円/回） 

 開催内容は会誌テクノネットで紹介。 

＜第 1 回＞ 

7 月 31 日（土）13:00～15:45 オンライン開催 

・「量子論で材料科学・工学に取り組む」 

大阪大学 教授 吉矢真人氏（H7・学界） 

・「管理会計とエンジニアリングの融合」 

甲南大学名誉教授・甲南学園理事長  長坂悦敬氏（冶金 S56） 

＜第 2 回＞ 

3 月 24 日（木）16:30～18:20 に、オンライン・対面のハイブリッド方式 

「材料技術による機械製品の革新、事業への貢献  

～川崎重工における事例～」 

川崎重工業株式会社 中谷浩氏（金属材料 S59） 

（３）吹田祭 講演会 

 吹田祭の講演会に協賛を行った。（協賛金 1 万円） 

日時：11 月 7 日（月) 13:30〜15:00 

会場： センテラスサロン（工学部キャンパス） 

講師：菊池 昇 

  株式会社コンポン研究所 代表取締役所長 

  公益財団法人豊田理化学研究所 常務理事 

講演テーマ「産業界も期待するこれからの科学技術人材と大学」 

【講演会費】 

 令和 4 年度費用：89,096 円 

 令和 3 年度費用：33,411 円 

 

 

 

 

 



５．支部活動 

 令和３年はコロナの影響で各種イベントが中止されていたが、令和 4 年度は、支部活動費と

しての支出は控えたものの、過去の活動費を活用しての支部活動が再開された。 

（詳細はテクノネット５９８号等を参照されたい） 

【研修費】 

 令和 4 年度費用：0 円 （本部からの支出） 

 令和 3 年度費用：49,267 円 （本部からの支出） 

 

6．ホームページによる情報発信 

 大阪大学卒業生向け情報、工学研究科情報を含めホームページによる情報発信頻度を向上

させた。ただし、ホームページの改定は一通りの改善点がまとまった段階で発注することと

し、令和４年度は大幅な改定は見送った。 

 次項メール配信開始に係る設定においてホームページアカウントを利用するため、若干の

費用増加があった。 

【情報配信サービス】 

 令和 4 年度費用：111,980 円  

 令和 3 年度費用：105,380 円 

 

7．メール配信の開始およびメールアドレス登録の促進 

 会誌テクノネットの WEB 配信の連絡、イベントの適宜情報発信を行うため、令和５年１月よ

り会員向けにメール配信を開始した。 

 既存の会員管理システムを利用したメール配信とし、費用をほとんどかけることなく配信が

可能となった。（メール配信アカウントをホームページ用のアカウントで設定するため、改良

費は前項の費用に含まれている） 

 なお、個人情報保護の観点から、会員管理システムは通常はインターネットと切り離してお

り、メール配信時のみネット接続する方式とした。 

 また、メール配信の送付先拡大のため、会誌などにおいてメールアドレス登録を呼びかけ、

徐々に会員管理システム上のアドレス登録が増加しつつある。 

 【会員管理システム費】 

 令和 4 年度費用：237,600 円  

 令和 3 年度費用：237,600 円 

 

８．委員会活動（事業部門） 

＜編集委員会＞ 

 編集委員会を年４回ZOOMで開催し、テクノネットのWEB化について主に検討を行った。 

 また掲載記事の妥当性についてメール審議を行った。 

 いずれも現地開催がなかったため、費用は発生していない。 

 

 



９．総会・理事会・WG（管理部門） 

 以下の会合を実施した。いずれも会議費としての支出はなかった。 

＜通常総会＞ 

2022 年 6 月 13 日（月） 17 時～18 時 （総会後は講演会を開催した ４ 参照） 

  センテラスサロン現地開催およびリモートの併設で通常総会を開催した 

＜理事会＞ 

2022 年５月１６日（月） １７：３０～18：30 令和３年度決算理事会 

2023 年３月１６日（月） １７：３０～18：30 令和５年度予算理事会 

  いずれもリモートで開催した。 

＜企画・展望ワーキング＞ 

   2022 年 4 月 18 日、6 月 27 日、8 月 22 日、10 月 3 日、2023 年 1 月 23 日 

  いずれもリモートで開催した。 

 

Ⅱ．収入について 

１．会費収入および同窓会連合会還元金 

 入会人数の減少傾向が継続しており、会費収入が減少している。 

 同窓会連合会の還元金についても減少傾向にある。 

【受取会費】 

 令和 4 年度収入：2,960,000 円 

 令和 3 年度収入：3,460,000 円 

２．産学人材育成事業業務支援手数料 

 大阪大学工業会では下記３講座がそれぞれ独立事業として実施されており、この経理手続

きを工業会本体で担っている。従来その手数料（内部振り替え）を会費など各事業の収入の

５％としていたが、①③については令和 4 年度分から 10％とした。（②については令和 5

年度より変更予定） 

 ①応用化学系社会人教育講座 

産学高分子塾及び個別企業のニーズに合わせたカリキュラムによる出張高分子塾を開

催。 

②機械工学系技術交流会 

  講演会及び機械工学関連分野を知るためのラウンドテーブルを開催。 

③パワエレ技術者塾  

    実務につなげるパワーエレクトロニクス技術者の育成。  

 それぞれの実施内容については別紙 1 参照 

【事務手数料】 

 令和 4 年度収入：1,361,143 円 

 令和 3 年度収入： 740,657 円 

以上 


